
P144-P006 会場: ポスター会場 時間: 5月 16日

月地下エコー検出のための LRSデータ解析方法の検討

LRS data analysis methods for the detection of lunar subsurface echoes
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月レーダサウンダー (LRS)は、月表層部の地下構造の推定を目的とした観測機器である。観測方法は、HFバンドの
FM-CWパルスレーダを用い、地下境界面 (地下で誘電率が不連続に変化している部分)からの反射波を計測するという
ものである。月の海の観測結果から地下境界面を確認することができた。しかし、それらは不鮮明である。また高地で
は、画像化した際に双曲線状のエコーが大量に現れる。これらは衛星に向いたクレータの内壁のような、衛星の側方に
強い反射を起こす地形からの反射波を受信した結果である。クラッタは地下境界面の判別を難解にするため、画像から
除去しなくてはならない。そこで、画像処理を用いて地下境界面を強調するという処理、またクラッタを除去するため
の処理を行った。

地下境界面を強調するために、画像のノイズと不鮮明さを除去する確率的弛緩法を用いた領域分割と、ノイズに強い
線検出手法である VanderBrugの線検出オペレータ、これら 2つの処理を用いた。弛緩法は、連立方程式の数値解法とし
て知られているが、画像処理に於いては並列反復処理によって、ノイズや周囲と比較して線の向きが異なるというよう
な局所的な矛盾と、コントラストが不鮮明である、エッジの方向が不明であるというような曖昧さを低減させる手法と
して利用される。本研究では確率的弛緩法を LRSデータに適用し、まず画像を空中と地下に分割し、さらに地下を地下
境界面候補とそれ以外の領域に分割することを試みた。領域分割処理により、局所的なノイズが減少し画像のコントラ
ストがはっきりするため、地下境界面の線を抽出しやすくなる。

デジタル画像に於いては、明るい背景内の黒い画素の繋がりは線として見なされる。LRSデータでは、周囲と比べて暗
い地下境界面の抽出のため、黒い線を検出した。線検出のための一般的な手法は異なる方向性を持つテンプレートを回転
させ、その方向に合致する線を検出するというものである。今回の研究では、ノイズに強く高速処理が可能なVanderBrug
の線検出オペレータを用いた。このオペレータは 16種の線の検出のために 16方向の異なる方向性を持つテンプレート
を使用している。この処理によって地下境界面候補の線を検出することができる。

双曲線状のエコーを除去するために、反射法地震探査のデータ解析に用いられるマイグレーション法を適用した。LRS
は各観測パルス波形のパワースペクトルを記録しているのに対し、反射法地震探査では地下から反射した波形を記録し
ているという違いがある。そのため、LRSデータにマイグレーション処理を施すための前処理を行った。マイグレーショ
ン処理を行った結果、双曲線状のエコーを本来の反射点である孤立点に戻すことができた。


